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一序

　溶1妾棒部会技術委員会は改組新発足以来すでに満5ケ年を経過し，こXに新に研究報告「溶

1妾棒の研児蔭5」を発行するに至った。・

　溶接棒ののf究は溶接i俸業界にとつては最：も重要な問題の一っであり，溶接棒の改善と新癒溶，

1妾棒の製造は棒メーカーの1吏命である。　したがって競争の激しい溶接棒i業にとっては，この溶

接棒の研究はその死命を制するといづ七も過書ではなく，研究内容は当然最高の秘密事項であ

，ゐ筈である。したがっt溶渡棒メーカーにとって直ちに利益を生むと云うような先進研究につ

いては」棒メーカー同志が資料を出し合って行う共同研究とは成り難％

　それでは，この技術委員会において何故5ケ年闘も4嬉司研究が行なわれて来たか6

・それは同じぐ研究と称しても費用や場所あるいほ人手の関係で，各メーカー単独では行い難い

研究や，腫々異なった需要家の要望に対し，棒メーカー個々には解決できない問題がでてくる

からである5　一例をあげれば，この報告書においても見られる通り，ワレ試験の如く，現在

各種各様の割れ試験法があるが，その試験法相互にっいては何の関連もなく，また再現性にも

問題がある。　したがって新種溶接棒の研究や現用溶凄棒の改善の際，耐亀裂性の臼途がたト

ず，需要者に対し．ても自信をもった説明が容易ではない。

　このワレ試験灘づいて讃磯所，棒戸ゐ一，課家一体となつて広範貼て統暗れ

．た実験を行う．ことにより，各腫ワレ試験相互の関連，再現性および亀…裂発生の機構が次矛に明

確になって来るものと考えられる。　また表面硬化肉盛溶接棒の研究の如く，将来の用途を予

想し有望と思われる諸成分系の溶渡棒を数題づ玉試1乍し，その硬さ，耐亀裂性，作業性，磨耗

性および実地における使用性能を，棒メーヵ一，研究所ン需要者の共同で一貫してあますとこ

ろなく調査することができ，各成分系の概略を知ることが可能となっ丸　このようなことは普

通の溶接1俸メーカー一一社では容易にできるものではないb　　しかしこれらの研究は直接に棒メ

，一 ーの売上げ，利潤を増すものではないが，個々の棒メーカーにおける新種溶接棒の研究や

改善めための研究を進めるに当り，貴重な参考資料となるものと思われる。また需要者にとっ

　ては，この研究は懸値のない真実のd．eta’を提供しその認識を新にす⇔意味で，極めて価値

　あるものとなろう。言いかえれば，この種の共同研究は溶接梓研究の土壌の一部であり，この’

土壌のま；に各メーヵ一独自の溶1妾棒研究σ）花が咲き，豊かな利益のみのりとなる。肥料豊かな
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土壌に脚轍砿「溶1蜘の鵬寧おい繍に目を職るよ塀晒㌧、
研究はなゆもしれないが，それはこ曝員会の齢と関係師り・磯自励上述9よう栂

次聯貌らである・、　’㌧　！’・◇’・1！1・．》1◇窃
っぎに締委負会のメソ・鮪次オに重盈加し，委員会の出蹴数も発脚寺の2倍1鰹》

・下、叫騨轍郷所’，金属瑚撫棚縄気航鵬鉄道獅多蹴と聯’

磯脚ら聴的な参加と研筆ヨ即・この期研騨灘嬉お矯侠に魅

∫聾、ま熔灘メーカ哺の研獺に対しては》⑳嚇数会は棒メ酬力一同志賄的な陛

’題にっい下戯に麹命える共卯広場を提供したも鞭あり，’諸㈱テや綴家と蜘醐・

題を離検討し合うこ鳶により・．社内では賜れないものを得るこ≒カ1で滅このこともま

たこの賄 員惣つ聾臆卸嘱？闘違嬉
溶騨騨術委員鱒ては・1・上述¢趣旨に拠・今摩も共通卿究テ榊マの下に謂

塑力璽概聯たい蓼醜・．．

、「礎榊研郷5」醗刊する，曙り・いささ騨見鱒蟹序に1∫匙届財である・・
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